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●「荒川太郎右衛門地区自然再生事業 自然再生全体構想」一部改訂については、第４９回協議会（２０１９年２月２２日）に修正状況を確認し、

「読みやすさやデータの時点更新」等について意見照会を行った上で、照会結果に応じた修正を加え、第５０回協議会において最終確認する予定と

なっていました。

●照会の結果、意見を頂いた箇所が多かったことから、第３７回維持管理・環境管理専門委員会で対応(案)を確認頂きました。

●全体構想は当初作成時において十分議論の上作成されたものであることから、文章の変更や図表の加除は行わず、「読みやすさやデータの時点更新」
の観点から必要最小限の修正に留めるものとし、以下の箇所を修正しました。

ページ 意見 修正

2 図中に大芦橋と太郎右衛門地区を追記
意見を踏まえて太郎右衛門地区を地図に追加しました。
ただし、大芦橋や他の橋梁は本地区に直接関係ないため追記しませんでした。

8
「エ．入間川と支川」～「カ．隅田川」の上に「荒川流域」等の見出し
を追記

意見通り修正しました。
17 太郎右衛門自然再生地の位置のずれを修正

19 縦断図の縮尺を見やすく修正、横断図に縮尺を追記

33
樹林地が高木・壮齢樹化することによる極相化（単調化）してきている。
⇒ 樹林地が高木・壮齢樹化してきている。（極相化は老齢化のこと）

意見を踏まえて下記に修正しました。
「樹林地が高木・壮齢樹化して低木が減少し単調な環境となってきている。」
P37も同様の表現があるため、修正（「極相化」の文字を削除）しました。

40

中池のムクノキ-エノキ林
⇒ 中池のクヌギ-ムクノキ-エノキ林

ミドリシジミの食草となる若齢樹が少なくなることにより樹林が単純化
することが懸念される。
⇒ ミドリシジミの食葉となる若齢樹が少なくなることが懸念される

意見通り修正しました。
61

「荒川太郎右衛門地区自然再生協議会」の箱矢印から「自然再生全体構
想」へ矢印を追加。「作成」の文字を矢印に付記。

61
Ｓｔｅｐ１、２の表現と説明部分を修正。
自然再生事業実施計画（案） ⇒ 自然再生事業実施計画

61

Ｓｔｅｐ３の説明部分を修正。
整備された自然再生地を守り、育てるため、多くの主体が参画・協働し、
様々な活動を展開していく。
⇒ 自然再生地を守り、育てるため、多くの主体が協議会に参画・協働
し、様々な活動を展開していく。

表 意見照会結果を踏まえた修正箇所
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●なお、委員からの意見のほか、事務局側の再確認により追加修正がありました。

・修正ページ P42

・修正箇所 近年確認記録のない生物（文章・写真）

・修正内容 近年確認例のある「クイナ」が記載されているため、削除する。

P42

「荒川太郎右衛門地区自然再生事業自然再生全体構想」改訂について



「荒川太郎右衛門地区自然再生事業自然再生全体構想」改訂について

修正

※「生態系モニタリング報告書」は、2017（平成29）年度までのデータをまとめた
「平成29年度版」を2018（平成30）年3月付けで公表しています。
今回の訂正に際しては、当該箇所の「訂正」に留めるか、データ更新による「改訂」
とするかについて、第42回生態系モニタリング専門委員会（2018年12月21日）で
協議を行い、前者とすることとしました。

●また、今回の改訂に伴い、全体構想の内容を転記している「生態系モニタリング報告書」（2018（平成30）年3月付け公表）の一部も修正します。

・修正ページ P2-3

・修正箇所 目標種を示す生態系ピラミッド

・修正内容 全体構想P43に準じた修正

※あわせて、動物の重要種情報は2018（平成30）年3月付けで公表となった埼玉県レッドデータブック動物編2018（第4版）の情報に更新します。

１）「オオキトンボ」が抜けていたため追加
２）「ギンブナ」は「キンブナ」であったため訂正
３）「クイナ」「ドブガイ」「ホザキノフサモ」は「整備に

よって確認が期待できる種」ではなく「整備によって個体
数増加が期待できる種」であったため訂正（文字色変更）

※ほか、以下の種名変更（最新の分類に基づく変更）
・メダカ → ミナミメダカ
・ナガボノシロワレモコウ → ナガボノワレモコウ
・ドブガイ → タガイまたはヌマガイ（種が限定でき

ないため注記表記）
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ノウルシ
エキサイゼリ
タコノアシ
フジバカマ
ミゾコウジュ
ナガボノシロワレモコウ

ヒシ※ハンノキ
(壮齢樹)

ミクリ (ホザキノフサモ)
※オギ

※ヨシ

バン メダカ

イチョウウキゴケ

ヌカエビ

ギンブナ

ナマズ

ウグイス
ベニマシコ

スズムシ

ホンドカヤネズミ

※ハンノキ
(若齢樹)

ヤマトシリアゲ
オナガササキリ

コムラサキ

エゾツユムシ

オオタカ

サシバ

ツミ

カワセミ

ホンドタヌキ

ホンドキツネ
チョウゲンボウ

コミミズク

ホンシュウジネズミ

シュレーゲルアオガエル

タゲリ
タマシギ
ヒクイナ
ヨシゴイ
クイナ
(ニホンアカガエル)

コヨシキリ

ミドリシジミ

オナガミズアオ
ヘイケボタル

ハネナシアメンボ
ヒメモノアラガイ
(ドブガイ)

(サクラソウ)

ネアカヨシヤンマ

クマコオロギ
エサキアメンボ

湿性草地の拡大 水域の拡大

乾燥草地・河畔林 湿性草地 水域

※ハンノキ、オギ、ヨシ、は希
少種ではなく、ハンノキはミド
リシジミの、またオギ、ヨシは
ホンドカヤネズミ等の希少種の
生存基盤と言うことで図中に記
載しています。

―：整備によって確認が
期待できる種

※( )再生に時間が
かかる種

―：整備によって個体数
増加が期待できる種

全体構想 P33より

＊現在、「メダカ」は「ミナミメダカ」、「ナガボノシロワレモコウ」は「ナガボノワレモコウ」と
なっている。 また、「ドブガイ」は、「タガイ」または「ヌマガイ」の2種に分けられている。

図 2-3 自然再生の目標種


